
車両系高性能林業機械を用いた主伐について、静岡県内で
普及している代表的な作業システムをパターンごとに分類し、
その平均的な労働生産性の実態を明らかにしました。

＜主伐作業システムのパターン＞
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車両系主伐作業システムの労働生産性

・主伐の現場において、使用されている林業機械や労働生産性を調査したところ、車
両系高性能林業機械を用いた作業のうち、上記で挙げた３パターンの作業システ
ムが静岡県内の各地域で一定数の導入事例があり、平均労働生産性は8.9㎥/人日
～15.4 ㎥/人日と、いずれも県の目標値である7.0㎥/人日を超える効率的な作業
が期待できることが分かりました。

・これらのパターンでは、造材工程においてプロセッサまたはハーベスタを使用して
いることが特徴です。また、平均路網密度はいずれも300m/haを超えており、車両
系高性能林業機械を有効活用した主伐を行うための路網密度の目安と考えられま
す。
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